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◆　「骨格型」予算の編成

◆　総合計画との整合

◆　合併特例措置廃止等への対策

　平成２４年４月に市長・市議会議員選挙が予定されているため、経常的・継続的事業を中心とし
た「骨格型」の予算編成
　　　　　　　　　　～６月定例会の補正予算で政策的事業などを肉付け計上（予定）～

　第１次京丹後市総合計画・後期基本計画に掲げる将来像
　　　　「ひと　みず　みどり　歴史と文化が織りなす交流のまち」実現に向け、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引き続き、事務事業を実施

　普通交付税等の合併特例措置の逓減等に備え『合併特例措置逓減対策準備基金』へ
　　５億円を積み立て　　　　（平成２４年度末　１５億円）

　平成２４年度一般会計当初予算フレーム

　予算のポイント

　  平成２４年度一般会計当初予算　３０６億３,０００万円（対前年度△２.０％）
 《骨格型予算》　経常的・継続的事業を中心とした予算（6月補正で肉付け計上）

《基金》　２３年度末現在高　５７.１億円　➭　２４年度末現在高見込　 ５７.４億円

《市債》　２３年度末現在高　４２５.８億円 ➭ ２４年度末現在高見込 ４１４.５億円

対前年度比較　０.３億円、０.５％増加↑

対前年度比較　△１１.３億円、２.７％減少↓

◗将来に備えた合併特例措置逓減対策準備基金を除いた２４年度末現在高見込

◗京丹後市発足時（２７.６億円）と比較した基金現在高　　約２９.８億円増加↑

◗京丹後市発足時（４６７.９億円）と比較した市債現在高　　約５３.４億円減少↓

対前年度比較　△４.7億円、１０.０％減少↓
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※16年度は、合併による旧町打切分を含む

骨格型予算　⇒　行政の連続性及び市民サービスの維持に配慮
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　　当初予算の規模

３０６億３,０００万円（H23　３１２億６,５００万円） ６億３,５００万円の減

対前年度　△２.０％ 〔地方財政計画　０.８％減〕

１９３億４,３７０万円（H23　１８７億　 ６００万円） ※対前年度   　３.４％増 １３会計

  ８６億９,０５９万円（H23　  ８０億７,９４６万円） ※対前年度　　 ７.６％増 　２会計

５８６億６,４２９万円（H23　５８０億５,０４６万円） ※対前年度　　 １.１％増

　　主な歳入のポイント（一般会計）

(1) ４８億７,０７４万円（H23　４８億７,３７５万円）　△３０１万円

対前年度　△０.１％ 〔地方財政計画（市町村分）　０.８％増〕

・個人市民税 １７億４,７５０万円 （H23  １６億３,９６１万円) １億７８９万円

・法人市民税  ２億８,７０７万円 （H23     ２億５,９３１万円) ２,７７６万円

・固定資産税  ２３億２,１０１万円 （H23  ２４億１,６５２万円) △９,５５１万円

・市たばこ税 ３億２,０００万円 （H23    ３億６,０００万円) △４,０００万円

(2) １３９億５,０００万円（H23　１３４億円）　５億５,０００万円増

対前年度　４.１％増 〔地方財政計画　０.５％増、地域経済基盤強化・雇用等対策費創設〕

※臨時財政対策債を含めた場合（実質的な地方交付税の総額）

１５２億６,０００万円（H23　１４８億５,０００万円) 　４億１,０００万円増

対前年度　２.８％増 〔地方財政計画　△０.４％〕

(3) ３７億３,７９０万円（H23　４０億５,２００万円）　△３億１,４１０万円

対前年度　△７.８％ 〔地方財政計画　△５.４％〕

※うち　臨時財政対策債　１３億１,０００万円（H23　１４億５,０００万円）　△１億４,０００万円

対前年度　△９.７％ 〔地方財政計画（市町村分) 　△０.４％〕

⇒　地方債依存度　１２.２％（H23　１３.０％） 　〔地方財政計画　１３.６％〕

⇒　プライマリーバランス　１７億８０１万円黒字　（歳入額－市債発行額）－（歳出額－公債費）

⇒　年度末市債現在高見込額　４１４億４,５３６万円（H23　４２５億７,６０３万円）　△２.７％　

　　 住民１人当たりの市債額（一般会計）　68.6万円（H23　70.5万円、H22 69.4万円）

H24 60,378人（平成24年1月末現在の住基人口）

※全会計の市債年度末現在高　８２１億９,０７８万円（H23　８３５億２,０７５万円）　△１.６％

　　 住民１人当たりの市債額（全会計）　136.1万円（H23  138.3万円、H22  137.2万円）

市 債

特 別 会 計

計

　当初予算の規模等

市 税

地 方 交 付 税

一 般 会 計

企 業 会 計
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　　主な歳出のポイント（一般会計）

(1) ５６億８,９３３万円（H23　５８億９,２９０万円）　△2億357万円

対前年度　△3.5％

５２億１,７９１万円（H23　５３億８４５万円）　△１.７％　　〔地方財政計画　△１.４％〕

※職員数（一般会計）　６７９人（H23　６９１人）　△１２人、△１.７％　　

６,５６７万円（H23　６,４２７万円）　２.２％増

※市長選挙まで市長10%、副市長・教育長5%カット（H23　市長10%、副市長・教育長5%カット）

１億８,７７５万円（H23 ２億３,９０４万円）　△２１.５％

※議員共済会負担率の減　（88.5/100→57.6/100）△4,045万円

２億３,３９７万円（H23　２億８,１１４万円）　△１６.８％

※その他委員数　　2,855人（H23 2,893人）

(2) ２７億６,０７６万円（H23　３２億８,５６３万円）　△５億２,４８７万円

対前年度　　△１６.０％ 　〔地方財政計画　△３.６％〕

○普通建設事業費 ２７億３,４３９万円（H23　３２億８,５６３万円）　△５億５,１２４万円

対前年度　　△１６.８％

　・（仮称）大宮北保育所整備事業　0万円（H23　9億7,297万円)　皆減

○災害復旧費 ２,６３７万円（H23　0万円）　皆増 ・台風２号災害復旧事業費（市道等楽寺高原線）

(3) ８６億７,７３４万円（H23　９６億１,１９４万円）　△９億３,４６０万円

（扶助費を除く） 対前年度　△９.７％　　〔地方財政計画　△０.４％〕

◆主なもの

○物件費 ４７億７,９９２万円（H23　５０億４,９８４万円）　△２億６,９９２万円

対前年度　　△５.３％

○補助費等 ２５億４,５１１万円（H23　３２億６,６８３万円）　△７億２,１７２万円

対前年度　△２２.１％

　・京都府後期高齢者医療広域連合負担金

０円（H23　６億６,３１７万円）　皆減　→　繰出金での整理へ変更

　・国営丹後土地改良事業費負担金

２,６２８万円（H23　１億１,３７０万円) 　△８,７４２万円

　・信用保証料補助金

４,８００万円（H23　６,８５０万円) 　△２,０５０万円

　・北近畿ﾀﾝｺﾞ鉄道経営対策基金拠出金

１億１,４０３万円（H23　８,５００万円) 　２,９０３万円増

○職員給与　　　

○その他委員

投 資 的 経 費

一 般 行 政 経 費

人 件 費

○市長等

○議員

 ※主な普通建設事業
・地域集会施設整備費補助金 6,095万円 ・除雪機械整備事業 3,570万円
・島津保育所耐震化事業 3,757万円 ・内水処理対策事業 1億6,781万円
・火葬場建設事業 3,120万円 ・街なみ環境整備事業 9,120万円
・峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業 1億4,230万円 ・小学校給食調理室空調設置事業 3,800万円
・農村災害対策整備事業 8,543万円 ・神野小学校増改築事業 5億3,073万円
・水産基盤ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業 3,000万円 ・間人中学校校舎耐震化事業 1億4,379万円
・社会資本整備総合交付金事業 2億7,823万円 ・久美浜中学校増改築事業 2億8,556万円
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○投資及び出資金 ２億４,０００万円（H23　１億８,０００万円）　６,０００万円増

　・水道施設改修事業への出資金

○積立金 １０億７,８２９万円（H23　１０億７,４０１万円) 　４２８万円増　

　・過疎地域振興基金積立金　７,３０３万円（H23　６,７０２万円）　６０１万円増

　・奨学基金積立金　２９６万円（H23　４７０万円）　△１７４万円

(4) ４２億１,５９５万円（H23　４２億４,７５８万円）　△３,１６３万円

対前年度　△０.７％

　・子どものための手当給付費　９億８,８４８万円（H23　1２億３,１４７万円）

対前年度　△１９.７％　△２億４,２９９万円

　・予防接種費用給付費　７,２６６万円（H23　９,６１６万円）　△２,３５０万円

対前年度　△２４.４％

　・障害福祉ｻｰﾋﾞｽ介護給付･訓練等給付費　１０億６,９１８万円（H23　９億３,７２１万円）

対前年度　１４.１％増　１億３,１９７万円増

　・子ども医療給付費　１億４,０８５万円（H23　１億２,１３０万円）　１,９５５万円増

対前年度　１６.１％増

(5) ２億５,４６４万円（H23　２億４,０８５万円）　１,３７９万円増

対前年度　５.７％増

　・観光指定管理施設修繕　８５０万円（H23　２００万円）　６５０万円増

対前年度　３２５.０％増

　・市道維持補修　２,８００万円（H23　１,２８６万円）　１,５１４万円増

対前年度　１１７.７％増

　・海岸漂着物回収処理委託料　０万円（H23　１,４００万円）　皆減

(6) ３５億８,６３９万円（H23　２６億９,７３９万円）　８億８,９００万円増

対前年度　３３.０％増

　・京都府後期高齢者医療広域連合負担金

６億８,８９６万円（H23　０万円）　皆増　→　繰出金での整理へ変更

　・公共下水道事業特別会計繰出金　８億円（H23　６億６,１００万円）

対前年度　２１.０％　１億３,９００万円増

　・介護保険事業特別会計繰出金　７億４,３６１万円（H23　６億９,４６８万円）

対前年度　７.０％増　４,８９３万円増

(7) ５４億４,５５８万円（H23　５２億８,８７０万円）　１億５,６８８万円増

対前年度　３.０％増　　 〔地方財政計画　△１.２％ 〕

　・住民参加型市場公募債「京丹後、まち、未来債」５年満期一括償還　３億円

対前年度　皆増　（減債基金　３億円充当）

　　基金での財源確保

○ （H23   ７億４,０００万円　）

○ （H23   　　　　 　 ０万円　）

○ （H23 　２億３,８３０万円　）

（H23　 ９億７,８３０万円　）

※財政調整基金は予算編成時において、未確定歳入の代替財源等として計上、年度内で復元努力

※減債基金の取り崩しは、平成19年度に発行した住民参加型市場公募債の満期一括償還に充当

扶 助 費

1億９,８０３万円　

財 政 調 整 基 金 の 取 り 崩 し

維 持 補 修 費

減 債 基 金 の 取 り 崩 し ３億円 　

公 債 費

５億５,０００万円　

その他特定目的基金の取り崩し

１０億４,８０３万円　計

繰 出 金
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住民１人当たりの基金額（一般会計）　9.5万円（H23　9.5万円、H22　8.6万円、H21 6.7万円）

※平成24年1月末時点の住基人口60,378人

　　財政調整基金の状況◆（関連）財政調整基金の状況

住民１人当たりの財政調整基金額（一般会計）　1.7万円（H23　2.6万円、H22　3.3万円、H21 2.7万円）

※平成24年1月末時点の住基人口60,378人

　当初予算編成において、年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てた財政調整基金を、未確定な財
源に代えて繰入金として一定額計上している。なお、当初予算編成時には基金現在高が一時的に低くなるが、
年度中に復元努力を行う。

　基金現在高全体は約0.3億円増加　（京丹後市発足時比較 約29.8億円増加）
　　  ただし、合併特例措置逓減対策準備基金を除いた基金現在高は対前年度約４.７億円の減少

　一般会計の基金現在高は、平成２４年度末で５７億４,４４０万円（見込み）としており、平成２３年度末基金現在
高（見込み）と比べ３,０２６万円（０.５％）増。
　しかしながら、合併特例措置の逓減・廃止に備えるために設置した“合併特例措置逓減対策準備基金”（Ｈ22
～）の残高を除くと４２億４,４０２万円（見込み）となり、平成２３年度末と比較し４億６,９９９万円、１０．０％の減
少。
　　※合併特例措置逓減対策準備基金は、急激な歳出削減の抑制に活用予定

※15年度の当初繰入金については、合併前のため表示していない。
※23年度及び24年度の年度末現在高については、年度末見込みの数値である。

（合併時）

基金現在高の推移
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〈合併時〉

※18年度末の一時的増加については、蒲井・旭地域振興基金（4.7億円）によるもの。

残 高 維 持
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財政調整基金の推移
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当初残高見込

年度末現在高

億円

（合併時）〈合併時〉
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　　市債現在高は対前年度約１１.３億円減少　 (京丹後市発足時との比較では約53.4億円減少)

⇒　後年度の財政負担を考慮し、発行市債の精査、繰上償還の検討により市債残高を抑制

住民１人当たりの市債額（一般会計）　68.6万円（H23　70.5　H22　69.4万円、H21 69.3万円）

※平成24年1月末時点の住基人口60,378人

　　 投資的経費の動向（骨格型予算につき６月補正で肉付け）

２４年度投資的経費（一般会計） ２７.６億円

＜対前年度　５.３億円、△１６.０％＞　〔地方財政計画　△３.６％（実質）〕

２３年度繰越分の投資的経費 １４.３億円

実質的な投資的経費 → 　合計　　４１.９億円

⇒ 　平成２４年度当初予算以外の投資的経費として、国の補正予算により平成２３年度３月補
正で計上する防災行政無線整備事業や学校施設耐震化・再配置事業、また、道路改良事
業、災害復旧事業など多額の事業を平成２４年度に繰り越すため、平成２４年度中に実施す
る実質的な投資的経費は４１.９億円となる。

（防災行政無線デジタル化整備事業繰越分　４.１億円、学校施設耐震化・再配置事業　４.５
億円、災害復旧事業　２.５億円、その他事業繰越等分　３.２億円）

　一般会計の市債現在高は、平成２４年度末で４１４億４,５３６万円と見込んでおり、平成２３年度末市債現在高
見込みと比較し、△１１億３,０６７万円（△２.７％）となる。
　　　※京丹後市合併時に比べ約５３.４億円の減少

市債現在高の推移
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※16年度は打切決算に伴う旧町繰越分は除く、
　 20年度、24年度は骨格型予算

＜Ｈ23年度からの繰越事業＞
　・防災行政無線整備事業　　　　　　　 　4.1億円　・災害復旧事業　　　　　 2.5億円
　・学校施設等耐震化・再配置事業　　  4.5億円　・その他事業繰越等分　3.2億円

計　４１.９億円
投資的経費を確保

※20年度末から23年度末見込への増加は、ブロードバンドネットワークや統合保育所など大型事業実施によるもの。

※23年度末見込は、Ｈ24年度への繰越事業の借入予定分10.8億円を含んでいるため、Ｈ23決算時には415.0億円と見込んでいる。
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